









































































































































































































































































平成22年度 はい31 まあまあ０ いいえ０ はい37 まあまあ０ いいえ０ はい11 まあまあ０ いいえ０
平成23年度 はい38 まあまあ０ いいえ０ はい38 まあまあ０ いいえ０ はい12 まあまあ０ いいえ０
平成24年度 はい34 まあまあ０ いいえ０ はい33 まあまあ１ いいえ０ はい11 まあまあ１ いいえ０
平成25年度 はい34 まあまあ０ いいえ０ はい30 まあまあ０ いいえ０ はい13 まあまあ１ いいえ０
平成26年度 はい28 まあまあ０ いいえ０ はい34 まあまあ０ いいえ０ はい12 まあまあ１ いいえ０
表２：休講はありますか?
３年生 ２年生 １年生
平成22年度 はい４ ときどき23 ない４ はい５ ときどき13 ない19 はい３ ときどき３ ない３
平成23年度 はい11 ときどき16 ない11 はい８ ときどき16 ない14 はい２ ときどき３ ない７
平成24年度 はい12 ときどき11 ない11 はい３ ときどき18 ない13 はい３ ときどき４ ない５
平成25年度 はい11 ときどき15 ない８ はい９ ときどき８ ない13 はい２ ときどき６ ない６
平成26年度 はい４ ときどき16 ない８ はい２ ときどき15 ない17 はい１ ときどき５ ない６
表３：休講の場合、補講はありますか?
３年生 ２年生 １年生
平成22年度 はい22 ときどき１ ない２ はい26 ときどき１ ない４ はい６ ときどき０ ない０
平成23年度 はい27 ときどき０ ない０ はい24 ときどき０ ない０ はい４ ときどき１ ない０
平成24年度 はい29 ときどき１ ない０ はい21 ときどき０ ない０ はい８ ときどき２ ない０
平成25年度 はい30 ときどき０ ない１ はい14 ときどき３ ない０ はい８ ときどき３ ない１
平成26年度 はい22 ときどき１ ない１ はい27 ときどき２ ない０ はい９ ときどき０ ない１
表４：副科声楽のレッスンを休むことはありますか?
３年生 ２年生 １年生
平成22年度 はい６ ときどき８ いいえ13 はい５ ときどき13 いいえ19 はい２ ときどき１ いいえ８
平成23年度 はい７ ときどき17 いいえ14 はい３ ときどき10 いいえ25 はい２ ときどき２ いいえ８
平成24年度 はい６ ときどき６ いいえ10 はい２ ときどき14 いいえ17 はい２ ときどき３ いいえ７
平成25年度 はい３ ときどき15 いいえ16 はい６ ときどき11 いいえ13 はい０ ときどき３ いいえ11






平成22年度 はい25 まあまあ２ いいえ０ はい33 まあまあ４ いいえ０ はい８ まあまあ３ いいえ０
平成23年度 はい37 まあまあ１ いいえ０ はい33 まあまあ４ いいえ１ はい12 まあまあ０ いいえ０
平成24年度 はい31 まあまあ３ いいえ０ はい29 まあまあ５ いいえ０ はい６ まあまあ５ いいえ０
平成25年度 はい34 まあまあ０ いいえ０ はい28 まあまあ１ いいえ０ はい13 まあまあ０ いいえ０
平成26年度 はい27 まあまあ１ いいえ０ はい33 まあまあ１ いいえ０ はい12 まあまあ０ いいえ０
表６：副科声楽レッスンはあなたのレヴェルに合っていますか?
３年生 ２年生 １年生
平成22年度 はい27 易しすぎる０ 難しすぎる０ はい37 易しすぎる０ 難しすぎる０ はい10 易しすぎる０ 難しすぎる０
平成23年度 はい38 易しすぎる０ 難しすぎる０ はい37 易しすぎる０ 難しすぎる０ はい12 易しすぎる０ 難しすぎる０
平成24年度 はい32 易しすぎる０ 難しすぎる１ はい33 易しすぎる０ 難しすぎる０ はい12 易しすぎる０ 難しすぎる０
平成25年度 はい34 易しすぎる０ 難しすぎる０ はい30 易しすぎる０ 難しすぎる０ はい14 易しすぎる０ 難しすぎる０
平成26年度 はい27 易しすぎる１ 難しすぎる０ はい33 易しすぎる０ 難しすぎる０ はい12 易しすぎる０ 難しすぎる０
表７：副科声楽レッスン曲は試験曲以外のものも勉強しましたか?
３年生 ２年生 １年生
平成22年度 はい22 少し３ いいえ２ はい29 少し６ いいえ２ はい９ 少し１ いいえ０
平成23年度 はい31 少し６ いいえ１ はい25 少し４ いいえ９ はい12 少し０ いいえ０
平成24年度 はい29 少し３ いいえ２ はい33 少し０ いいえ０ はい９ 少し０ いいえ３
平成25年度 はい28 少し２ いいえ３ はい24 少し２ いいえ４ はい11 少し２ いいえ１
平成26年度 はい24 少し０ いいえ４ はい29 少し０ いいえ５ はい12 少し０ いいえ０
表８：副科声楽レッスンについて希望があれば聞かせてください。
３年生 ２年生 １年生
平成22～26年度 試験の講評が担当者以外から
も聞きたい/とても楽しい/時
間通りに始めてほしい/発表会
をしたい
楽しいので時間を増やしてほ
しい/たくさんできるように頑
張りたい/先生を選択できるよ
うにしてほしい/もう少し音域
が高いものをやりたい/隔週が
いいなと思うことがある/曜日
によってレッスン回数の差が
あって悲しい
試験の時の雰囲気が怖い/月曜
日は休みが多いので、補講を増
やしてほしい/歌い方について
もう少し詳しく習いたい/これ
からもたくさんの曲を歌いた
い
４.今後の課題
４-１.内容（評価）に関して
現在、常勤の声楽専門の教員はいないが、５人の非常勤講師の間で評価に関する考えは一致している。ここで
文部科学省の定める目標について再度考えてみたい。「声楽に関する専門的な学習を通して、楽曲の表現内容を理
解し、表現意図を明確にして創造的に表現する能力を養う。」副科声楽として技術的評価だけではなく、以上を踏
まえた音楽的な内容とのバランス、生徒が豊かな感受性と想像力をもてるような環境作りが重要である。常にこ
れらが一定に保たれるよう教員自身の人間性向上、広い視野、更なる研究が望まれる。
４-２.学習内容に関して
副科声楽は大学においては、教員免許状取得のために必修と定められており、器楽専攻者にとっては将来学校
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現場で教える場合に欠くことのできない重要な科目の一つである。現在の学習内容でも十分な内容が定められて
いるが、今後については、日本の歌曲や童謡に関しても積極的に指導を行ってもよいのではないかと提案する。
現在、高等学校芸術科（音楽）においても歌唱は時間が限られており、また高等学校で音楽Ⅰ、音楽Ⅱ、音楽Ⅲ
を選択せずに音楽大学へ進学するという例も出てきている。本校は音楽科であり、声楽の授業において日本語で
歌うことを経験させることは有意義ではないだろうか。
４-３.オープンな教育環境
副科声楽では年度当初に取りまとめ係を決定し、担当の常勤教員と密に連絡をとるようにしている。係は毎年
担当者が代わり、全員が経験するようになっている。可能な限り学校全体の成績会議にも出席し、常勤教員と副
科声楽担当者との間で情報を交換し、報告が出来るようにしている。個々の生徒に関しては担任と連携をとるこ
ともある。今後も他教科の教員ともオープンに意見交換が出来るような場があれば、生徒たちの環境向上につな
がると考えている。また、副科声楽の授業で教員が生徒のモデルとなり歌唱する場面は多いが、今後生徒たちと
共演する機会があれば、また新たな研究成果が期待できるかもしれない。
５.まとめ
スーザン・Ａ・オニールとゲーリー・Ｅ・マクファーソンは、編著中の音楽における動機づけを扱った章で、
チクセントミハイのフロー理論について、以下のように引用している。
チクセントミハイのフロー理論の核心部分によると、神経を強く集中して何か活動をしているとき、本人が
気づいている挑戦（challenge）のレベルと技能（skill）のレベルが同程度で均衡している場合に“フロー”
と呼ばれる最高の心理体験ができるという（Csikszentmihalyi,1990）
この説明によれば、挑戦レベルがその人の技能レベルに合っているとき、活動が楽しく感じられる。一方活動
が易しすぎて、その人の技能レベルが高い場合はだんだん退屈になっていき、難しすぎて技能レベルが低い場合
は不安が生じる。そして、挑戦レベルと技能レベルが両方とも低い場合は無関心になるということだろう?。
音楽は純粋なものである。「音楽が好きだ」と目を輝かせて本校に入学してきた生徒たちの気持ちに勝るものは
ない。無理に教えようと思っても、相手が望んでいる状態をきちんと把握し、導いてやることができなければ、
期待の大きさの分、失望も大きくなるだろう。声がなかなか出ない生徒にとっては、毎週のレッスンが苦痛にな
ることもある。自信の喪失、無力感、そのような時は動機づけが必要だ。評価にとらわれず、音楽を学ぶという
行為が喜びであることを再認識させ、そして人間対人間として接することが大切だ。アンケートでは、総じて歌
に対する前向きな意見が聞かれて嬉しく思っている。他の副科科目に関しては「副科」というだけでレッスンに
関する動機を持ちにくいと報告されているが、副科声楽に関してそのようなことは報告されていない。これは、
それぞれの講師の先生方の力によるものであると感じている。３年生からの意見で「発表会」をしたいというも
のがあった。２年間もしくは３年間学んできた成果を試験だけでなく、みんなで分かち合うというのは、忙しい
３年生にとって現実的には難しいかもしれないが、いつか実現されることを願っている。
「声」の力というのは我々声楽の教員が想像する以上に、人間的で、劇的で、心に響くものであることを日々
実感している。
注
１ 文部科学省『高等学校学習指導要領解説』（平成21年12月）「第１部第２章第１節音楽」11頁、「第２部第２章
第５節声楽」154頁
２ スーザン・Ａ・オニール、ゲーリー・Ｅ・マクファーソン「第３章 動機づけ」（リチャード・パーンカット＆
ゲーリー・Ｅ・マクファーソン編『演奏を支える心と科学』 誠信書房 平成23年９月）55頁
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